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、往年の腕白書生石井波平
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（ マ マ ）
こ長谷部君の郷里は、私が丁度明治二十六年頃に奉職してをつた所でありました
が、その頃に敎へた小學時代のものが、今では大學の學生になつて居るものもあれば、早稻田大
學や慶應義塾の學生になつて居るものもあるし、さう云ふ學生に取圍まれて、先生々々と呼ばれ
て、色々昔話や將來の希望話もしたり聞いたりして、實に愉快を感じました。敎育者の有難味は
蓋し、斯う云ふ所にあるものと自分は深く感じました。此の味は實際敎育に從事した人でなけれ
ば分らぬと思ひます。』
（ママ）
それから最後に又カツギ屋のやうなことを申しますが、何故か此の茶話
會の開會日は晴天が多いやうです。今迄も多く晴天でありまするし、又た昨夜來の雨で心配をし
てをりましたが、只今此の通りよい天氣に成りました。世の中に東郷日和があるならば、私は又
茶話會日和があるやうに存じます。此のやうに天幸を得てをる本會は更に人力を盡して益々盛大
に至らんことを望みます。下らぬことを申してお耳を汚したことを謝します。（拍手）
　　　　立
3
　柄
3
　敎
3
　俊
3
　君
3
　私はこの會創立の時に出まして以來、何うも缺席勝ちで諸君に餘りお目に懸りませんでしたが、
本會は一年の間に段々發達して開會の日とは大いに觀を異にして、會員も大層殖えて大層立派な
會になつて居るのは實に喜ばしい、次第であります。
　デ唯今何かお話をしなければならぬことになつたのでありますが、別に何と云ふ考へもありま
せぬが、今日の通知には戰後の敎育と云ふことになつて居りましたから、そのことに就て少々考
へて居ることをお話をしたいと思ひます。近來日本の敎育は餘程方針が順當に向つて居つて、今
後もその方向を進めば敎育は益々盛んになつて、國家の繁榮、國民の隆昌の機運には十分に適す
ることゝ思ひます、今戰爭があつた爲めに別に何う云ふ風に敎育の方針を變へなければならぬか
と云ふ樣なことは何にも無からうと思ひます、今までの發達して來た方向を取つて往つたら宜か
らうと思ふ、併し若し玆に戰後に於て注意すべき點を擧げて見ましたならば澤山ありませうが、
何にも戰爭後であるからと云ふ譯けでは無い、つまり從前の方針より見て殊に必要と思ふことに
過ぎぬのです。今一二之を申上げて見たいと思ひます。
　戰後の敎育に就て一番大切なことは萬口一に出るが如く經濟發達を圖らなければならぬといふ
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のであります。どーしてもその方向に進まなければならぬ、卽ち商業工業農業を盛んにして國民
經濟の發達を圖らむければならぬのであります。戰後に於ては國民は三十億位ゐの國債は先づ負
擔しなければならぬ、其の利子だけでも非常のものである、それに平生の經常費等を合せると國
民が負擔する額は大變なことになる、之を考ふれば實業敎育と云ふことには十分に骨を折らなけ
ればならぬと云ふことは言ふに及ばぬことである、それで今度我々敎育者が實業の方に向つて力
を盡すに就ては、餘程注意を爲なければならぬ、今普通敎育に於て實業的に敎育を施すに就て從
前の歷史を考ふるに、嘗て實業敎育と云ふことは大變盛んであつて、明治二十二三年頃かと思ひ
ますが文部省が將勵して全國の小學校に盛んにやつて居りました。それが何時の間にか止んで終
つて、全國に於て一時は手工などをやつて居る所は東京に一二しか無かつた、といふことであり
ます。而して戰爭が無くても實業は餘程盛んにならなければならぬ機運に向つて居るのでありま
すが、戰爭の爲に一層其の必要が迫つて來たのである。さて今度又やつて果して成功するかと云
ふことが一ツの心配である、若し前の通りになると大變なことである、ソコで前に失敗したのは
やはり實業科につきて敎師がそれだけの素養のない人であつたと思はれる、それでそれだけの功
が擧がらなかつたと思ふ、何うしても敎師と云ふものが素養がなければならぬ、元來敎師は實業
なんと云ふ者が嫌ひで敎師になつた連中が多い、それがやると云ふのであるから難しいと思ふ、
それで先づ第一に敎師の敎育が必要であらう、敎師の方が能く出來たならば假令實業科と云ふも
のを一科目として學校に置かないでも色々の學科を敎授する間に其成績を擧げることが出來ると
思ふ、その敎師と云ふものが出來ない中にさう云ふ學科を置いた所で又前日のやうになるであら
うと心配するのであります、それが一ツの問題。
　モウ一ツは無暗に金を溜めたいと云ふて餓鬼のやうに鷄を飼はせるとか、何んとか云ふことを
一槪にやつては迚も往くまいと思ふ、實業を盛んに爲なければならぬと云ふことは實業專門の知
識を與へなければならぬ
（ママ）
云ふことばかりでは無い、農業なら農業、工業なら工業、商業なら商業
の知識を與へやうと云ふことよりは、第一に大切なることは精神の養成と云ふことである、農業
の知識を餘計に持つと云ふことよりはその農業に要する所の精神、又商業ならその商業に關する
ことよりはその商業に要する所の精神、卽ち所謂德育の上に於て修養をする、その方が元であら
うと思ふ、第一敎育の上に於てその品性を養ふと云ふことが元になると思ふ、何にも金は無くて
も、金は人間が造ることが出來る、品性さへ出來たならば金は出來ると思ふ、縱令金があつても
人間に品性が無ければ金は役に立つものでない、獨逸などは酷い目に遭つたが、國民の品性と云
ふものから金も出來るし、又アヽ云ふ風に發達を爲したのであります、實業敎育は大切には相違
ないけれども、その專門の知識を與へるよりは寧ろ基礎的の精神を養成することが大切であらう
と思ふ。
　モウ一ツ私が思ひますことは、之も珍しいことではありませぬが、日本で今まで失敗したのは
皆外國の樣子が能く分からないので失敗して居るのであるから、外國の事を一層能く敎へるやう
にしなければならぬと思ふ、國際談判をしやうが商業をしやうが、向ふの樣子が分からないと云
ふことが大弊害である、この點に深く注意しなければならぬ、それは何う云ふことかと云ふと、
『教育界』に連載された「教育茶話会記事」（2）
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普通の敎育に於ては地理歷史と云ふやうなものゝ敎育、殊に近世の歷史と云ふものに就て能く敎
へる、今日では新聞を讀んでもナカ 〳 〵外國のことが一般人に分からない、それは何うかと云ふ
と、外國に關する知識が乏しいと云ふことが元である、爲に失敗した所を見ると戰後に於ては何
うしてもその點に注意しなければならぬと思ふ、ソレに就ては詳精しいことをお話したいが、マ
ア大體に於てさう云ふことである、卽ち特に注意爲なければならぬことは、この外國の樣子を能
く知らせると云ふことである。（拍手）
　　　　櫻
3
　井
3
　寅
3
　之
3
　助
3
　君
3
　戰後の敎育と云ふことに就ては大要を言へば誰も一致する樣な分かり切つたことになり又細密
に涉れば種々樣々に注意すべき點のある樣に思はれる現に京都府敎育會の如きは昨年十月頃大分
綿密な調査の結果を發表してをるソコで唯今立柄君から品性と實業と云ふやうなお話がありまし
たが、私は一ツ敎師の方に注文を付けやうと思ふ昨日の『讀賣新聞』の机の塵とか言つた欄に面
白い皮肉が言ふてあつたが餘り露骨だから其意味だけを取るとこふなんです。
　某さんは斷の一字を額に懸けて居らるゝがあれは其乃父の極めて決斷の宜かつたと云ふことを
景慕せらるゝの意か但又自ら能く之を行ふといふ意であらふか記者の考では斷の一字は最某氏の
難しとする所蓋しアレは自分の缺點をソコに揭げて自ら誡めとして居るのであらうと、ソレで私
の敎師に對する 註
（ママ）
文と言ふのも其所らの意味合とお聽取りを願つたらよからふと思ふ。
　私の注文といふは大に犧牲的精神を發揮すべしといふことで之は國民一般に望むべきであるが
先以て世の敎師たる方々に此事を希望するのでありますこのことに就ては『敎育界』に於て箕作
サンの御說があつたと思ひますが、頗る同感の次第で之を實現するのはなか 〳 〵六ケ敷いことで
あるが、敎師となるには何より是が必要な資格じやあるまいかと、思ひます幡隨院長兵衞とか唐
犬權八と云ふやうなものは、市井の匹夫でありますけれども、彼等が權威を以つて居つたといふ
のはやはり俠氣、縱令淺墓な名譽心の奴隷であつたにせよ一方に義俠な犧牲的精神を發揮したこ
とが彼等に一種奪ふべからざる權威を與へたのではあるまいか其所に又彼等は相當の滿足を見出
したではありますまいか是からの敎師となるものは世間の爺親や兄貴に代つて夫等の若いものを
一番人間に仕上げてやらうと斯う云ふ犧牲的精神で仕事することが出來るならば縱令敎育者以外
の者が如何やうに申して批評しやうとも案外安じて居れるのであるまいかと思ふ、精神が此所に
あつたならば、其仕事の效果も隨て立派であらふと斯う云ふ感じを私は持つて居ります、いくら
戰爭の爲めに日本の國勢が進んでも物質的待遇で敎師を滿足せしむることは出來る丈勉めて欲し
いが隨分六ケ敷からうと思ひます。
　又今申す樣な事を別の方から解釋して見ると、この間までは日露の間に武力の戰爭であつたが、
是からは、平和の戰爭である、戰ひには常に必ず對手があるが、我々の敵は何んであるか、その
敵を分類して見ると云ふと國と國と敵對することもあり、人類と他の動物、生物一般とが敵對す
るとも見らるれば、又人類もしくは生物と無生物と敵對するといふ樣にも見ることが出來るし又
我々一個人に宿つて居る慾望とか何んとか云ふものと敵對するとも見えます要するに我一人の敵
我等の團體に對する敵は種々樣々で非常に多い人生は畢竟之等に對する奮鬪であるそれで西曆第
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十九世紀と云ふ前世紀に於て人類對自然界の戰爭で最も能く之を征伏し制御したものは、今二十
世紀の劈頭に於ては一番榮えて居る「ナチユラルサイエンス」を多く硏究してその方から多くの
利器を得て最も巧みに利用した人民が今日の强國を作つたのであるその點に於て最も後れて居つ
た國は其國勢が今一番後れて居るやうに思ふ、して見ると是からの問題は何うしても成るたけ小
異を捨てゝ大同に就き範圍は對者の如何により色々あるが其れ相應に鞏固な團結を作つて共同の
敵に對ふといふでなければならぬ、卽ち所謂大同團結をやらねばならぬ、ソー云ふ時分に團體の
各員が己れが 〳 〵と云つて皆が豪がると仲割れがして何も出來ぬことになる、矢張之れにも犧牲
的精神を發揮せねば望む樣な勝利は得られぬ、船の中で幾ら相撲を取つても船は前へも後へも進
む譯のものでない櫂を出して外に向ふて力を働かせなければならぬ、唯今私は學校で若い者の世
話をして居りますが彼等の團體生活に於てもこの犧牲的精神を發 輝
（ママ）
して皆が一致してやると案
外麗はしい結果を得ることが出來る、と云ふことを學生が悟つて來たやうに思ふのであります、
デ何うか是からのことは公共の爲には私利私益を潔く犧牲として惜まぬといふ精神を以て何事も
行はれるといふ風に望ましう思ひます。
　最後に一寸申添へたいのは先程も實業云々のことがありましたが、略ぼ同感でありまして、之
には少し自分の學校で學生等が近頃やりましたことを吹聽したいのであります、御承知の通り東
北地方に於ては大變な饑饉慘狀で甚しい所は目も當てられぬといふ風に聞こえますが、私の方の
學生共がアレヘ義捐金をしたいと申出ましたから、飮食などに使ふのを儉約して義捐するも宜ろ
しい、同じ使ふものならば義捐するも宜しいが、併しドージヤ斯う云ふ話がある、學校の中に土
持をする仕事があるが、土持を一時間やつたら五錢、二時間に十錢と云ふことで、是は二人でも
三人でもやれる、その取つた金を義捐すると云ふことにしたら、冬休中外の運動の仕にくい折 
抦
（ママ）
丁度腹こなしにもなつて良からうと云ふ話をした、所が隨分面白い皆に相談して見やうと云ふ
ので、段々募つて見た所が二百人ばかりになつて、やつたが一人一時間五錢であるから、二百人
二時間づゝやつた、それで二十圓と云ふことになつた、モツとやつて見やうと云つて居るから幾
らになりますか外から見て居た仁は髯武者の土持を見て囚徒でも見る樣だナド冷かしたと申し升
が私共は皆名譽の土工と云つて隨分寒い日もありましたが委細構はず多勢で以てナカ 〳 〵愉快に
やりました斯う云ふやうなことは折にふれて流行るやうになつたならば至極結構なことであるま
いか。‥‥立柄サンの說もありましたから一寸申添へました次第であり升。』
（ママ）
 
　　　　佐
3
　々
3
　醒
3
　雪
3
　君
3
　戰後の敎育と云ふことに就て種々お話がありましたが、私は別に細かいことは申しませぬ、こ
の戰後の敎育と云ふことに就て何ものが最も注意しなければならぬかといふと、私の考では唯今
度の戰爭に依つて得た所の國民の自覺と云ふことを十分に敎育の上に推擴けて行くと云ふことで
あらうと思ひます。この外に戰爭後に於て實業敎育を急に起すとかいふ風のことは殆んど無意味
のやうに考へられる、これは『敎育界』にも論じておきました。
　戰爭から得來つた國民の自覺は實に大きいものであらうと思ふ、之を間違ひ無いやうに、自負
心に變じない樣に子供の頭に入れると云ふことは、極めて必要なことでこの點が成功したならば、
『教育界』に連載された「教育茶話会記事」（2）
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外交の失策は計算するにも及ぶまい。元來日本國が露西亞に必ず勝つと云ふことは、我が國民も
戰爭以前には知らなかつた。我々の國民の中に‥‥神樣とも何んとも思はなかつた人間の中に、
東郷大將が居ると云ふことは、戰爭を經て始めて知つたことである。我々も始めて知つたことで
子供は尙更ら知らなかつた。子供等に東郷大將は自分の友達の中にも居る、自分も或は東郷大將
である、日本國は小さいけれども、世界の最も强大 一
（ママ）
な國になつたのであると云ふことが十分
に分かりましたら、それより大きな敎育は殆んど無からうと思ひます。若し戰後何ものか企てな
ければならぬならば、それを間違ないやうに自覺せしむることであります。全國民が各々自分の
力を自覺して、自重し、奮激するといふことより以外に、殖產興業の方も、文運刷新の途もある
ものではないと私は信じます。（拍手）
　　　　大
3
　井
3
　徹
3
　翁
3
　君
3
　私は經驗も何もありませぬもので、つひ近頃までこの大學の人間でありまして、僅かに社會に
首を突込んだ位ゐであります、が、昨年の秋頃より近懸の師範學校に敎育的方面の受持を囑託致
されてその方に於て幾分か一日の職を取つて居ります、斯の如き不肖が賢明なる諸先生の會合に
出席することが出來たのでございますが、或は出席する資格があるや否やと云ふことは問題でご
ざいましよう、併し私は一ツの斯う云ふ好緣を得たのであります、それは私の知人の市川君が本
會の會員なのでございまして、私が先日同君の宅を訪問致した時に君も敎育に首を突込んだこと
であるから、我々の友人で催して居る敎育茶話會と云ふものがあるが、佐々先生なども出られま
す、其他の先生方も出られますからして君も出席したならば爲めになるだらうと云ふことで、そ
れならば至極幸運の次第と喜んで居りましたが、丁度機會も至りまして市川君から本會は今晚こ
の席で開かれると云ふ通知に接して、私は今日の授業が終るるや否や汽車を飛ばして參つた次第
であります、實にこの席に出ることの出來たのは私の今日の榮譽であるのみならず、是が機會と
して私の將來の幸運の始まりであるかと考へまして、非常に自ら喜んで居る次第であります、何
うぞ不肖を見捨てず將來永く御敎訓の程を願ひたいのであります、聊か本會に出席の辭として一
言陳べた次第であります。（拍手）
　　　　小
3
　谷
3
　栗
3
　村
3
　君
3
　私は、外人の日本女子觀を紹介し度いと思います。それは近着のフアミリー、フレンドに載つ
てをつた記事です。
　日本の女子は、支那其他東洋諸國の女子に比すれば、非常に立派な位置に在るけれど、我英國
の女子に比すれば、大分不自由な者である、彼等は子供の時分から、擧動言語、總て柔和一點張
りで訓練せられて、他人の前で大きな聲を出したり、高い響をさしたりする事を嚴禁せられて居
る、そして又子供の時分から、其母が嚴密に監督して、料理法、裁縫、又育兒法等、家事一切の
事を敎へられて居る、けれ共其成長して後の仕事は、極めて簡單である、日本の家庭には、英國
の家庭のやうに、座敷に椅子、机、書棚、暖爐と云ふやうな器具がなく、富有者と雖も、極質素
な生活をして居て此簡單の家の中で、日本の女子は、淸潔に優美な生活を送て居る、凡世界中に、
杏のやうな眼をして居る日本女子程、靜かで、樂しさうで、又よく働く婦人は無いのである、
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　日本にては、衣服の流行が激しく變はらない、それで日本の女子は其着物を色上げしたり、縫
ひなほしたりして、幾度でも着る、之を屑籠に投げ入れるのは非常な年數を經てからの後である、
そして其衣服が實に働きよく出來て居て、健康的の者で、先づ謂はゞよく發達した常識的衣服で
ある、
　高等敎育は女子に不必要として、まだ發達して居ない、そして日本の女子は大抵十七八歲にな
ると、學問を止めて結婚するのであるが、結婚と共に、女子の愉快な生活は終を吿げて了ふ、英
國では女子の愉快は、結婚以後に在るのに、日本では其れと反對である、
　なぜなれば、日本では結婚すれば、女子は全く男子の奴隷となつてしまう、加之花嫁は單に花
聟の奴隷となるのみならず、花聟の母に從て、其命令に從はねばならん、所が其養母と云ふが、
大槪は嫁いぢりをするので、女子は結婚後多く困難をするのである、
　日本の女子は早く年をとり、早く醜くなるやうである、是は早くから結婚して家政の重荷を負
はされるからであらう、
　日本の女子は、其夫と共に社會に出る機會がなく、又知識上共通の趣味を持て居ないから、結
婚後の幸福は、寧ろ夫と共に享くるにあるに非ずして、其子供と共に居るのに在るのです併し其
子供と云つても娘であれば、其成長と共に、他人となつてしまうのである、要するに、是を我英
國の女子と比較するに到底其自由、幸福の點に於て比らべ物にならない、思ふに英國の女子程、
幸福な地位にある者は、ありますまい。（拍手）
＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊　　　　＊
　　　　　　　　 ＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　　
　演說はこれで終はつた。此の時先刻食事の際投票せられた幹事改選の結果が報吿せられた。矢
張り樋口
3 3
、矢野
3 3
、曾根
3 3
の三君が再任せらるゝことに成つたといふ報吿であつた。時正に十時に近
いので幹事から閉會の旨を吿げて三々五々相伴ふて歸途についた。
